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Eco-LAB
〜 バイオスティミュラント普及に向けた活動紹介 〜

2026年3月4日

農林水産省開催「バイオスティミュラントの
表示等に係るガイドライン」に関する情報交換会



Eco-LABとは　『産地を中心とする協議会』
❏ 2023年9月、バイオスティミュラントの推進活動を目的とする協議会「Eco-LAB」を設立。

３コンソーシアムで構成し、産地課題の報告や公表、BS普及に向けた協議等を行っています。
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収穫/流通

BS化

食品残渣BS栽培

炭素クレジット
コンソーシアム

BS栽培検証
コンソーシアム

食品残渣BS開発
コンソーシアム

【協議会代表者】

株式会社 AGRI SMILE

食品残渣BS開発
代表者

BS栽培検証
代表者

炭素クレジット
代表者

 JAはが野  JAきたみらい JAとぴあ浜松

https://eco-lab.gr.jp/

※2026年3月4日現在の体制



【参考】Eco-LAB由来
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バイオスティミュラントのテクノロジーを活用して
気候変動対策と地球環境に配慮した

環境保全型農業を実現していく目的から、
環境（ecology）と経済（economy）を意味する

「Eco（エコ）」と、

テクノロジー研究（laboratories）を意味する

「LAB（ラボ）」

をかけあわせた略語で、
英語名称「Expert COuncil for Leading-edge 

Agriculture in Biostimulant technology」
の頭文字を組み合わせた造語です。



農林水産省ガイドラインとEco-LAB自主規格
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❏ Eco-LABは、農林水産省ガイドライン（2025年5月策定）に準拠し、資材の評価などを補足した
「資材が満たすべき基準」を策定し、自主規格として公開しました。
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農林水産省ガイドライン

5月30日公表2月19日案

農林水産省ガイドラインに準拠した
Eco-LAB自主規格を策定

（バイオスティミュラント資材が満たすべき基準）

※2026年3月4日現在の体制



Eco-LAB自主規格 　〜BS資材が満たすべき基準〜
❏ バイオスティミュラントは従来資材と異なり、作用メカニズムから至適条件が特定されるため、

Eco-LAB自主規格は、欧州政府の標準規格も反映し、資材要件と試験方法を定義しています。
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バイオスティミュラント資材が
再現性のある効果を示すために
満たすべき条件を定義

効果を証明するための
定量的な根拠データを取得する
試験方法を定義

※Eco-LAB自主規格は、農林水産省ガイドラインに準拠しています

https://eco-lab.gr.jp/private-standard



Eco-LAB自主規格｜BS特徴（成分ではなく効果）
❏ バイオスティミュラント資材は、原料・成分から効果を判断できないため、

製造加工後に「BS機能はあるか・その効果はどの程度か」などの評価が必要になります。
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　　　BS資材は、
原料が同じでも加工方法により
効果・機能・程度が異なる

欧米諸国では、
「成分ではなく効果」
 の証明が必要とされている
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Eco-LAB自主規格｜BS特徴（濃度） 
❏ バイオスティミュラント資材は、種類によって、使用する濃度条件が大きく変わるため、

効果を示す至適濃度を正しく特定しておく必要があります。

製品A 製品B 製品C

効
果

濃度

効
果

濃度

効
果

濃度

資材の種類によって、効果を示す「濃度・使用量・時期・回数」が異なる

濃度が高くても低くても
効果は減少

濃度が高くなると
効果は減少

濃度が低くなると
効果は減少
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Eco-LAB自主規格｜『性能』と『用法』の再現性
❏ バイオスティミュラントの特徴を踏まえ、効果を安定的に得るには、実験室試験（環境が制御

された条件）と圃場試験（実際の栽培条件）の両方で効果が証明されている必要があります。
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①実験室の試験 ②圃場の試験

【Eco-LAB自主規格】

バイオスティミュラント効果の証明

【BS性能の見極め】
BSの効果(作用メカニズム)を
正しく再現性もって証明する

- 試験設計は専門家の知識が必要

- 使用濃度・使用量を特定する

【BS用法の見極め】
農作物・気候・土壌などの

地域適応の経済性を証明する

- 実圃場での安定的な効果を確認

- 使用時期・使用回数を決定する



Eco-LAB自主規格｜メリット
❏ Eco-LAB自主規格に定義された試験方法によって、作用メカニズムが解明されている資材は、

効果を示す最適な使用条件が特定できるため、圃場での再現性は80％を超えています。
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圃場での

再現性

80%

　使用条件を特定し圃場で効果を示せる

○ 最適な濃度がわかる

○ 使用する生育フェーズがわかる

○ 経費を抑えた栽培設計ができる

○ 生育改善し所得が向上する
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国内外の大規模試験

（Eco-LAB自主規格の証明）



国内活動｜大規模試験  〜地域×栽培体系×作物品種のデータ基盤〜
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32都道府県
106JA 318地区

1,546ha
69品目

❏ ガイドラインおよびEco-LAB自主規格に準拠した資材を用いて、全国試験データを分析するこ
とで、作用メカニズムに基づく栽培体系を構築し、圃場における再現性80％を確認しました。

2025年産の大規模試験で再現性 80%

AGRI SMILE提供



海外活動｜ベトナム　〜気候や土壌ではなく『作用メカニズム』〜
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❏ 海外品種の水稲においても、日本で構築した栽培体系で、再現性を確認でき（40%収量増加）
気候や土壌に関係なく、作用メカニズムに基づく使用条件と効果の安定性を証明しました。

- AGRI SMILE
- 三菱総合研究所
- THE PAN GROUP JOINT STOCK COMPANY

農業財閥とともに、ベトナム政府が主導する100万haの低排出・高品質米の開発計画への貢献

AGRI SMILE提供



効果を安定的に再現する『選び方・使い方』
❏ バイオスティミュラントは植物生理に作用する資材のため、標準的な栽培管理がなされている

環境下（植物の生理が健全に機能）において、正しい条件で使用すれば、効果を示します。
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日本農業新聞 2026年2月4日

➔ 資材の選び方

➔ 資材の使い方

ガイドライン定義の「植物体内の反応」
が起きていること （作用メカニズム）

作用メカニズムの科学的根拠に基づく
使用条件を確実に守ること (濃度・時期など)

   Eco-LAB自主規格：圃場で効果を示すには...
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普及活動



普及活動｜『ガイドライン解説』
❏ 産地に正しい情報を届けるために、Eco-LABによるガイドライン解説記事を公開しています。

※ガイドライン解説の監修者：渡邊　雄一郎先生（東京大学 名誉教授）
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2025年8月22日

https://eco-lab.gr.jp/biostimulant-guideline



普及活動｜『現地勉強会』
❏ JA様や生産者様向けの現地勉強会を実施中です（2025年度実績：全国193地域）
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合計：193地域
- 北海道
- 東北・北関東
- 東海
- 近畿・中国
- 九州・四国

❖ ガイドライン解説

❖ BS特徴

❖ 使用時の注意点

❖ 成功例・失敗例  etc

　　　バイオスティミュラント勉強会の申し込みはこちら →

https://eco-lab.gr.jp/contact/study-group



普及活動｜『Eco-LAB Voice』
❏ Eco-LAB公式ページでは、国内外の動向調査レポート、JA様や生産者様の声など、農業現場を

めぐるインタビューシリーズを公開しています。
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https://eco-lab.gr.jp/eco-lab-voice



普及活動｜日本農業新聞（一面）
❏ Eco-LAB自主規格および大規模試験結果は、日本農業新聞一面記事に掲載されました。
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2025年4月17日 2025年12月10日



※本資料の無断転載・転用を禁じます。


